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小児外科j小児泌尿器疾患における経皮的治療法
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特集を企画するにあたって
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近年．lllli像【鯵Wrの発進と｣|（に．小ﾘ１１外科．小

ﾘiL泌尿器科ﾙﾐ忠のなかで､絲皮的,諺l1ilrおよび論

療法にたよる疾脳が多くなってきている．これ

らの諺lllr‘治療には．小ﾘとﾀﾄﾄﾞ:'１児だけでなく放

射線科IlE，小ﾘﾑ科医の|ｲﾉﾘﾉ｣がｲ《''1ｹ〈である．

今lil1は．そのなかでもｌ）1111〕ull1鋤ｿ,iiにおける

bilelakcの経皮的if脈法２）1111〕ii拡り1ﾐﾘ,i菫におけ

る経皮Ｉｌ９Ｉ診ＩＩｌｒ，汁脈法３）リンハ符11111における

絲皮的汁|療法４）小ﾘﾑ泌lﾉI<器ﾘｸﾐﾉILXに;bける維皮

的i惨lWr，治り｣i(法が，１，ｔ近'|‘)世ましい発峻をとげ

ており．孫(）’２{ザさせてlY〔いた．

１１１１道ＩＩｌ１鮫川iiのiilii後足IUlの谷Ｉ)ﾄﾞﾙrとして，Ｉ加

lakeのｲﾄﾞ/Eはｒ後を決定する大切な嬰|ﾉ《|であ

り，定'01的検fff(ＵＳ，ＣＴ，MRI)によ()いちrIl

<苑兇する必喚がある．このif脈法に|腱Ｉしては、

未だ定まったものがなく．／>1''1は，lh1iliii｢|ﾘに独

１１の〃法で，経皮的汁iiMfを施行されている，’'１回

天`ilf大'､j::浦安》》ill光放射線「:lUD教''2の桑鶴艮､|え先

ｌｋにお願いし､光'lそのﾉﾉ法を様々な:lIiilｸ11から詳

細に記述して1【!いた・

ただ'`'21111〕u拡り１ﾐﾘ,iiにおける維皮１１９１診lWrと治療

に関しては，近く１２．ＭRCPの発達によ'〕．適応

１，ii例は減っているものの．絲皮．絲1111111道造彩

(PTC)や絲皮経１１１:１１１１逆ドレナージ(PTCD)の意

ｵｾその週》ijIについて，イ'１，１｢}iりく'､)::小児外科教１厘

'女藤久!;f光''2のＩ１Ｉｌ１ｉ;『な締I験から施11:されている

独、の方法について,洲Illに述べられている．

リンハノiW1Kのifij｣i(法にⅡMしては/kだ縦,iiiiが多

く，，け'1に:|ひける()K`'32を川Ｉした絲皮｢１，治療

法は海外でも１１illの的である．今ｌ１ＩＩこの治》iii

法のパイオニアである，ル(%llIif1I/:|餅:}人か)::小児

ﾀﾄ科,ｌｌｎｌｌｉｊｊ(lll修､Myl{に．Ｉ１１ｌ１１;ﾄﾞな経ﾙﾘｾをもと

に光'|{のｉｆi療法について述べてIrIいている．

小児泌hl(器ﾘｸﾐ忠における絲皮的診IWr，治療法

に|奥1しては，l1lIi像診lMilkiiliiのＩｉＩ１｣二とともに絲皮

的泊;M1iの適応について縦Iiiliが多く．Ⅲ〔海ﾉ〔学泌

ﾙI(器「:}助救|受↑ﾉｲ北ｳﾋﾟ,｢|光'１２の絲験より，その

論療の足J|:について述べてIr1いている．

木ｲ･桃が多くの会い１１１'(Lの'1常診療において

お役にｆてぱ’|#いである．
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